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全国に広がる稲門法曹会会員
稲門法曹会は、全国の稲門法曹の同窓会組織として、2008年に設
立されました。
正会員は早稲田大学の校友であるすべての法曹、法学部・法務研
究科教員等で、現在全国で活躍されている会員は約5500名です。
※2019年6月現在

【編集後記】
会報第4号は、編集委員も大きく入れ替わり、試行錯誤しながらの編集作業になりました。関係各位にご迷惑をおかけした部分も多々あるかと存じます。ご尽
力いただいた方々に、この場を借りて御礼申し上げます。
今回は、いよいよ来年に迫った東京オリンピックを見据えて、「スポーツと法律家」にスポットをあてた特集を企画しました。今後も、時節を捉えながら、様々
なフィールドで活躍する稲門法曹を追いかけ、会員相互の交流促進に資する機関誌にしてまいります。

表紙写真=早稲田アリーナ

ワンコインで大満足のボリューム

東京都新宿区西早稲田 1-20-10

　1963年創業の老舗である「キッチン ミキ」は、中央図書館（旧安部球場）
のすぐ近く、グランド坂通り沿いに、レンガ造りの店を構える。
　豊富な定食類を、一部を除いてたったのワンコイン（500円）で食べさせ
てくれるこのお店は、学生のみならず周囲のサラリーマンにも大ウケ。中
でも看板メニューである「ミキランチ」は、チキンカツやメンチカツ、カレー
などの盛り合わせとあって、食べごたえもお得感も十分すぎるほど。
  「久々にミキランチ食べたいけど、昼は仕事がなぁ…。」と、諦めかけた
そこのあなた。ご安心を。その人気からか、「ミキランチ」含め、昼だけで
なく夜でも注文することができる。早速今夜の晩御飯にいかがだろうか。

キッチン ミキ

稲
門
法
曹
会
 会
報
 2019 VO

L.4
発
行
人
：
早
稲
田
大
学
 稲
門
法
曹
会
事
務
局
　
〒
169-8050 東

京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
1－
6－
1　
早
稲
田
大
学
法
務
研
究
セ
ン
タ
ー
内
　
T
E
L：
03－
3208－

9592　
http://w

aseda-legal-alum
ni.jp/

編
集
責
任
者
：
秋
山
靖
浩
　
編
集
委
員
：
飯
田
雄
大
、
河
﨑
健
一
郎
、
江
藤
寿
美
怜
、
森
詩
絵
里
、
髙
橋
宗
吾
、
藤
並
知
憲
、
吉
原
祐
介
、
稲
村
宥
人
、
西
川
晶
子

北海道支部
78名

東北支部
98名

関東支部
724名

東京支部
2638名近畿支部

298名四国支部
43名

九州支部
199名

中国支部
87名

中部支部
229名

裁判官支部 475名
検察官支部 345名
教員支部 136名

そ の 他  131名
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　2018年秋の稲門法曹界の総会で、前任の山田勝利前会長を継いで会長の大
役を受け継ぎました。
　今の稲門法曹界は、早大出身の裁判官、検察官、弁護士、学者を構成員として、
全国各支部と裁判官支部、検察官支部、教員支部から構成されています。会
長としての基本方針としては、今まで以上に、所属会員のために、毎年秋の
総会のほかにも、各種企画などで集まる機会を増やして活動を活性化し、参
加することが楽しく有益な会としたいということです。
　従来から各支部では、それぞれ工夫した企画を行ってきましたが、東京地
区では総会以外の集まりが少なかったのが実情のため、会長就任後の第一弾
として春の企画を2019年5月に母校で行いました。内容は、「ゲームチェンジ」
で著名な早稲田大学商学学術院の内田和成教授をお招きして、ビジネスの社
会で、ゲームチェンジが加速している最近の様子を、具体的な企業の例で講
演していただきました。
　社会の変化が、これを扱う法曹にも大きな影響を与えるものであることは
当然のことです。すなわち、今後ますます、社会の変化への対応が求められ、
「強いもの、賢いものが生き残るのでもない、唯一生き残るのは、変化できる
ものである」とのダーウインの進化論が法曹界にも当てはまるのであろうと感
じさせられました。
　早稲田大学は法学部以外にも様々な学部があり、優秀な教授のもと有益な
資源と情報を持っています。また田中愛治総長も「世界でかがやくWASEDA」
をつとに標榜しています。このような早稲田大学の活発な活動とも、当会は
今後、連携する必要があります。
　更に近年、他の稲門会との交流も徐々に増えてきましたが、稲門会の中に
は活発な活動を展開しているところもあり、見習うべきものは積極的に取り
入れていきたいと考えます。
　役員並びに会員各位のご協力を得て、法曹稲門会を発展させたいと思いま
すので、よろしくお願いいたします。

1969年 早稲田大学法学部卒業
1972年 弁護士登録（東京弁護士会）司法修習24期
2006年 東京弁護士会・会長
2006年 日本弁護士連合会・副会長
2013年 東京都弁護士国民健康保険組合・理事長

その他 日弁連代議員
 日弁連編集委員会委員長
 （「自由と正義」編集長）
 日弁連ＡＤＲセンター委員長　　
 早稲田大学評議員　　等

吉岡桂輔略歴

※バックナンバーは当会WEBサイト、
Facebookページにてご覧いただけます。

●修習生だより
●各支部イベント報告
●司法試験結果速報
●出版物案内
●稲門法曹会イベント告知・レポート
●法務研究科・法学部関連ニュース

■主なコンテンツ
稲門法曹会メールマガジン

稲門法曹会では、毎月10日にメールマガジンを発行しています。

メールマガジンについては、下記ホームページより、詳細をご覧いただけます。
早稲田大学　稲門法曹会ホームページ　http://waseda-legal-alumni.jp/

■メールマガジン登録方法

検索稲門法曹会

変化に対応できる法曹
ごあいさつ

稲門法曹会会長

吉岡桂輔

ポンサー契約の交渉代理、プロスポーツ選手からのトラブル相
談なども担当してきました。
　そして、やはり大きかったのが、オリンピック・パラリンピッ
ク案件に携わるようになったことでした。公益財団法人東京オ
リンピック・パラリンピック競技大会組織委員会（オリパラ組織
委員会）の法務部職員として駐在していた弁護士が、事務所内で
その案件のメンバーを募集していたのです。そのとき、私はま
だ弁護士になって1年目の夏でしたが、経験の浅さなどは考えも
せず、とにかく手を挙げてアピールしました。その結果、無事
にその弁護士から声をかけていただき、オリパラ組織委員会の
案件に関わらせてもらえることになりました。

オリパラ組織委員会での働き方、業務内容を教えてください。

　オリパラ組織委員会は、オリンピック・パラリンピックの主催
団体といえる位置づけです。私自身は、非常勤という形でその
組織の法務部職員として業務を行っています。そこでの仕事専
業というわけではないので、弁護士業務全体の半分くらいの時
間を使っているイメージです。
　関係する業務としては、あげればキリがありませんが、スポ
ンサー契約、会場を使用するための契約、オリンピック仕様に
オーバーレイするための建設工事の契約、輸送機器やドライバー
の調達、選手や職員の宿泊場所の確保、ブランド戦略（エンブレ
ムやマスコットの知財関係）、税関と協働しての水際対策（模造
品の売買・密輸入など）、チケッティング関係の仕組みづくりな

髙山先生が、「スポーツ法務」という分野に
興味を持ったのはなぜですか。

　私は、長野県の出身です。長野県といえば、1998年の長野オ
リンピックを思い出してくださる方も多いと思います。私の父
が、銀行関係の仕事で長野オリンピックに携わっており、私も
オリンピックに夢中になりました。大会会場で、オリンピック
のために来日していた外国人の方々とピンバッジを交換しても
らうために交わした「チェンジ　プリーズ」という言葉が、私の
最初に覚えた英語でした。それ以来、いつかはオリンピックビ
ジネスに関わりたいという思いを密かに持っていました。
　早稲田大学法学部で法律を学ぶ傍ら、副専攻として表象文化
研究というコースを履修していました。副専攻の勉強をする中
で印象的だったのが、アメリカでは、映画プロデューサーとし
て活躍する人の半数近くが法曹有資格者であると聞いたことで
した。日本でも、法曹の活躍すべきフィールドが広がっていく
のではないかと思いました。それで私も、知的財産や、元々興
味のあったスポーツ法務に強い事務所に参画しようと思うよう
になりました。

事務所入所後は、どのようにしてスポーツ法務に
かかわるようになっていったのでしょうか。

　入所後、自分から積極的にスポーツ関係の案件に携わるよう
にしました。これまでには、ある競技の日本連盟の仕事や、ス

法曹の活躍するフィールドが
広がることを予感していた学生時代

オリパラ組織委員会への参画

特集：スポー
ツと法曹

オリンピック、
パラリンピック

を

成功に導く

高山大蔵　DAIZO TAKAYAMA

様々なスポー
ツ案件のほか

、オリンピッ
ク・パラリン

ピック

にも携わる高
山大蔵先生。

国際的なスポ
ーツイベント

を作り

上げるため、
どのような役

割を担ってい
るのだろうか

。

2006年長野県
上田高等学校卒

業、2010年早
稲田大学法学部

卒業、

2012年 早稲田
大学大学院法務

研究科修了、2
013年 弁護士登

録（66

期）。TMI総合法
律事務所にアソ

シエイトとして
勤務し、通常業

務をこ

なす傍ら、公益
財団法人東京オ

 リンピック・パ
ラリンピック競

技大会組

織委員会に法務
部職員として駐

在している。

Special Interview. 1

3

Nishikawa

Nishikawa

Nishikawa



どに、法律家として関与しています。特に慎重な対応が必要な
コンプライアンス関係や、組織委員会内の人事・労務なども担当
しているので、仕事の範囲はとても広いといえます。

スポーツ選手とのやり取りなどはあるのでしょうか？

　スポーツ選手と直接のやり取りは、実はあまりありません。
IOCや、国際競技連盟、各国競技連盟、国内外のスポンサー企業
とのやり取りが主です。関係する自治体としては、東京都だけで
なく、大会会場となっている他の自治体とのやりとりもあります。
その他、国家イベントという側面もありますので、内閣官房や、
関係省庁とのやりとりも重要な業務です。最近も、チケットの転
売規制に関する法案が今国会で可決されましたが、この法案に関
するロビイング活動もオリパラ組織委員会として関与していまし
た。

オリパラ組織委員会の仕事について、
どのようなやりがいを感じていますか？

　やっていること単体でみれば、通常の企業の法務部員とあま
り違いはないかもしれません。ただ、私自身は今のオリパラ組
織委員会での業務にはとても楽しみながら取り組めています。
私が、単にオリンピック・パラリンピックを好きだというのもも
ちろんあるかもしれませんが、とにかく、どのような業務をや
るにしても、話の規模が大きく、仕事の完成度に求められるレ
ベルも極めて高いといえます。
　わずか1か月程度で終わるスポーツイベントのために、6年も
前からオリパラ組織委員会が立ち上がり、そのメンバーも全体
でみれば今は3000人以上に膨らんでいます。その中で生じる法
的な問題や、契約回りをすべて請け負うのですから、求められ
る役割がハイレベルになるのは当然だと思っています。プレッ
シャーもありますが、自分たちが携わった交渉の結果が、オリ
ンピック・パラリンピックの成功に直結するという実感を日々
もって仕事に臨んでいます。

オリパラ組織委員会の仕事をする中で
特に苦労することを教えてください。

　端的にいえば、前例がないということです。日本で、夏のオリ
ンピック・パラリンピックやるというのは、前回の東京大会以来
です。冬季も含めて考えたとしても、前回の長野大会からは22
年が経っていることになります。当然ですが、当時とは、ネット
インフラや法的な課題の所在も大きく違っています。「東京」とい
う都市の特性からして、世界各国から、ハード面、ソフト面を含
めた先進性への期待も大きくかけられています。「過去、海外の
大会ではこのように進めていたが、東京ではどうするのだろう」
という比較を常にされているといっても過言ではありません。
　リオと東京とでは文化も違っていて、またこの4年という歳月
は大きな隔たりです。リオ大会での知見をそのまま当てはめられ
ないことも多くあります。そのような中で、多岐にわたる分野の

リーガルチェックをしなければならないという難しさがあります。　

オリンピック・パラリンピック終了後、
そのノウハウはどのように残されるのでしょうか。

　オリパラ組織委員会は、東京大会の終了後、一定期間経過後
に解散します。ただ、リオ大会のオリパラ組織委員会から引き
続き参加している人もいるので、東京大会のメンバーでもそう
いう人は出てくるかもしれません。先ほどもお話したとおり、
オリンピック・パラリンピックの運営のノウハウは次の大会に引
き継がれていく必要があります。そのため、今回蓄積されたノ
ウハウは、すべてIOCに提供することになります。また、今回
の東京大会において蓄積された様々なノウハウは、日本のスポー
ツ業界としてもレガシーとして継承していかなければならない
と考えています。そのようなノウハウ継承に関するプロジェク
トは、既に始動しています。

髙山先生ご自身はスポーツ法務とどのように
かかわっていきますか。

　私は、スポーツ法務に携わる中で、大会の主役であるスポー
ツ選手が一番いい環境でプレイできるということを常に考えて
います。それと同時に、応援する国民・ファンが楽しめる大会で
あることも考えなければなりません。大会の主催サイドとして
は、最終目標がそこにあるということを忘れずに仕事をしてい
かなければならないと思います。
　今回、オリンピック・パラリンピックに関与することで、その
ようなことを肌で感じられたというのが、私の大きな財産です。
今回のオリパラ組織委員会での仕事を経て、やはりスポーツビ
ジネスが好きだということを実感しました。規模の大小を問わ
ず、スポーツ大会の主催者側で、法律家として関与していくと
いうことは今後もしていきたいと思っています。

スポーツ法務に携わりたいと考えている若手に向けて、
メッセージをお願いします。

　スポーツ法務は、弁護士なら誰でもやっているという分野で
はありません。そのため、関与するきっかけを得られるかどう
かは、運による部分も大きいかもしれません。
　しかし、メジャースポーツ以外のスポーツ協会においては、
現状、法務に十分な手が回っていないところが多くあるように
思います。財源やリソースの問題もあると思われますが、協会
の法務に弁護士を恒常的に関与させるといった発想がない組織
もまだまだ少なくないと思います。そういった種目の協会など
は、弁護士にとってはブルーオーシャンかもしれません。
　選手のサポートから、協会のコンプライアンスの問題まで、
法務の仕事は表に出るものではないかもしれません。しかし、
そのような土台部分からのサポートをしていくことが、スポー
ツ界全体の発展にも繋がると思っています。
　ぜひ、自分から飛び込んでいく勇気を持ってほしいと思います。　

スポーツを超えた国家イベントの
運営にかかわるという魅力

オリンピック・パラリンピック
終了後に残る財産
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仲介人としてどのような活動をしてきたのでしょうか。

　Ｊリーグの選手やクラブが当事者となる選手契約や移籍合意
に第三者が関与する場合、その第三者は、日本サッカー協会（Ｊ
ＦＡ）の仲介人登録を受ける必要があります。私は、仲介人制
度の前身である選手エージェント制度における選手エージェン
ト（ただし、弁護士資格による）として活動を開始して９年目、
2015年4月に選手エージェント制度に代わって導入された仲
介人制度における仲介人の登録を受けて４年目になりますが、
この9年間、選手のエージェント・仲介人として、所属クラブ
との契約条件の交渉や他クラブとの移籍交渉を行ってきまし
た。仲介人制度では、仲介人としての登録は、弁護士でなくと
も受けることができます。仲介人全体の母数からすると、仲介
人として登録されている弁護士はまだまだ非常に少ないのが実
情です。
　また、仲介人としてではありませんが、弁護士として、Ｊ
リーグのクラブからスポンサーとの契約書や選手との契約書の
レビューを頼まれることもあります。スポーツに関連する業務
の割合は、全業務の２、３割といったところでしょうか。

仲介人になったきっかけは何でしょうか。

　小中学校時代にＪリーグクラブの下部組織でプレーし、その
後、早稲田実業学校高等部に入学し、サッカー部に所属しまし
た。早稲田大学に進学後は、大学生から社会人まで幅広く所属

している社会人リーグでプレーしていました。
このように私自身もサッカーを長くプレーしていたこともあ
り、Ｊリーガーになった同級生や後輩から、契約書のレビュー
等の依頼を受けるようになりました。
　このような依頼を受ける中で、選手の地位を法的に強くする
ためには、契約書のレビューだけではなく、クラブとの交渉ま
で担当することの必要性を感じたので、本格的に選手エージェ
ントとして活動することにしました。

仲介人として、
選手からどのような役割を求められるのでしょうか。

　選手からは、簡単にいえば、いい条件で長くプレーできるよ
うにしてほしいと言われています。
　あと、これも重要なのですが、プレーに関する悩みを聞いて
ほしい、プレーに関するアドバイスをしてほしいという選手が
多いです。チームの監督やコーチは、1人の選手のプレーだけ
を見ているわけではないので、自分のプレーを常に見ている仲
介人のアドバイスを求めるのだと思います。このような際には、
私自身のサッカー経験が非常に活きています。
　そのため、担当している選手が出場する試合は必ず観戦しま
す。試しに、自分がとある土日にどれだけＪリーグの試合を観
戦していたか数えたのですが、土日の2日間で90分間全て観戦
した試合が５試合、前半だけ観た試合、後半だけ観た試合を入
れると10試合、ハイライトを観た試合を入れると全試合という

サッカーをプレーしてきた
経験が今に繋がる

契約からプレーのアドバイスまで
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恒石先生は、日本スポーツ仲裁機構の仲裁人候補者ですが、そ
もそもスポーツ仲裁とは、どのような手続きなのですか。

　スポーツ仲裁とは、公益財団法人日本スポーツ仲裁機構
（JSAA）が設置している、スポーツ競技又はその運営をめぐる
紛争を、迅速に解決することを目的とした紛争解決手続のこと
をいいます。
　選手、監督、コーチ等が申立人となり、競技の協会・連盟等
を被申立人としたスポーツ仲裁の申し立てがなされると、原則
として３人の仲裁人が選任されて「スポーツ仲裁パネル」が構成
され、仲裁手続を進めていきます。仲裁手続では、申立人・被
申立人双方が書面や証拠を提出するほか、「審問」といって、ス
ポーツ仲裁パネルが当事者の意見を聞く機会が設けられます。
そして、書面・証拠や審問の結果を踏まえ、最終的にはスポー
ツ仲裁パネルが「仲裁判断」を行います。このように、手続的に
は、一般の民事訴訟と似ている部分もあります。
　ただし、仲裁手続やその記録は非公開とされている点や、仲
裁により解決を図る旨の合意が必要な点は、民事訴訟とは、大
きく異なるところだと思います。

スポーツ仲裁の特徴として、どのようなことがありますか。

　最大の特徴は、迅速な手続きであるということです。
　長期に渡って期日を重ねる民事訴訟とは異なり、スポーツ仲
裁は、申立てから仲裁判断までの期間が、一般的には半年程度
の印象です。代理人としてスポーツ仲裁に携わる際には、書面
の作成や証拠の提出の期間が短いということに苦労しますし、
仲裁人も、短い時間で事案の内容を理解し、双方の主張を整理
したうえで、仲裁判断に熟したと認めて審理を終結したときは、

恒石先生が、「スポーツ法務」という分野に携わられたきっかけ
を教えて下さい。

　入所した事務所の上司が、第一東京弁護士会のスポーツ法研
究部会の部会長であり、プロ野球選手の代理人を務められてい
たため、私もスポーツ法研究会に入るとともに、スポーツ関係
の法律相談や事件に携わったことがきっかけです。

なかなか馴染みのないスポーツ法を、どのように勉強されたの
ですか。

　たしかに、スポーツ法そのものが歴史の浅い分野で、体系的
な基本書等も少ないですよね。私も、スポーツ法務に携わり始
めた頃は、これまで聞いたこともない略語や特殊な用語が飛び
交う世界だったため、他の先生方がお話しされている内容が良
くわからず、戸惑うこともありました。
　しかし、弁護士会の委員会活動や、所属している日本スポー
ツ法学会の学会等を通じて勉強したり、実際の事件に数多く携
わることで、次第に理解を深めていきました。経験に勝る勉強
方法はありません。

スポーツ法務との出会い

迅速性の求められる「スポーツ仲裁」
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ツと法曹
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結果でした（笑）。現地で観戦していれば、試合後に選手と会っ
てプレーについて話しますし、現地で観戦できなかったとして
も、試合後に連絡を取ってプレーについての感想を伝えるよう
にしています。
　例えば、今は、試合中に何キロメートル走ったか、試合中に
何回ダッシュしたか等、グラウンドの中での動きがすぐにデー
タで出ますので、そのようなデータを見ながらアドバイスをし
ています。
　また、今後の展望、現所属クラブに残留するのか、移籍する
のかなどを年間を通じてゆっくりと選手と話し合っています。
そのため、日頃から各クラブの戦力分析も欠かせません。

契約についてどのような点を重視していますか。

　選手自身だけでクラブと契約しようとすると、自分では契約
で確保できていると思っていた条件が確保できていない等、思
いもよらないリスクが潜んでいることがよくあります。
　例えば、選手としては、海外クラブに移籍する時は移籍金
1000万円を支払えば移籍できると思っていたのに、その旨の
条項が契約書に入っていない場合、クラブが青天井で移籍金を
要求して選手を移籍させないようにすることがあります。また、
「●試合出たら年俸を上げる」と口頭で言われたが、契約書に書
いていなかったために、年俸を上げてもらえなかったケースが
あると聞いたこともあります。
　サッカー業界を見ていると、まだまだリーガルの考え方が根
付いていないと感じます。ですので、選手が不利に扱われない
ように、細かいところまで徹底的に契約書の条項を作りこむこ
とを心がけています。

会社を設立した目的は何でしょうか。

　私は、株式会社Hiru-Chi Japan Managementというマネー
ジメント会社を設立し、代表取締役に就任しています。
　会社を設立したのは、選手のプレーについてアドバイスをす
るという業務は、弁護士の通常の職務を超えているので、弁護
士業務と切り分けて会社としてマネージメントを行う方が良い
と考えたためです。
　また、選手やクラブにとっては、弁護士は交渉の時だけ出て
くるというイメージが強いので、会社としてマネージメントを
行うことで、弁護士資格を持ちながら、選手のマネージメント
もきちんと行っていることを示すことができます。顧客獲得に
もつながりますし、サッカー業界全体に対して、弁護士が片手
間で仲介人をしているのではなく、業界に根差してしっかりと
業務を行っていることをアピールできるのではないかと考えて
います。

選手をサポートすることにどのような魅力を感じますか。

　仲介人としての業務の魅力は、選手の未来を支えることので
きる明るい仕事だという点です。弁護士業務からスポーツ関係

の業務の頭に切り替えると、すごくリフレッシュできます。
　また、自分が関わっている選手が良いプレーをし、良い結果
を出せば、見ていて嬉しいですし、楽しいです。

弁護士業界として選手に対してどのようなサポートが
できるのでしょうか。

　先ほどお話したとおり、サッカー業界にはリーガルの考え方
が根付いておらず、選手の地位はものすごく弱いのが実情です。
弁護士が、契約条件を詰めて、法律的に選手の地位を強くする
べきだと考えています。
　また、引退後のセカンドキャリアについて全くビジョンがな
い選手が多いので、この点についてもっと弁護士としてサポー
トしてあげられればと考えています。例えば、引退後はクラブ
のコーチに就任する等の条件を、現役時代から契約に盛り込む
といったことに取り組み始めています。

スポーツ法務に携わりたいと考えている若手に向けて、
メッセージをお願いします。

　スポーツ関係の業務に携わるためには、まず、その業界の人
とのつながりを持ち業界を知ることが大事だと思います。
積極的に現場に足を運ぶ、例えば、サッカーで言えば、平日も
公開練習を行っているので、そこに足を運んでクラブの人や選
手と顔見知りになっていくということが考えられます。クラブ
の人や選手の振る舞いから業界を知ることもできます。
　また、スポーツ関係の事業を行っている組織に入って、法務
の体制を整えるという方向性もよいのではないかと思います。

選手やクラブを多角的にサポート

インタビュアーと撮影
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原則として、その日から３週間を経過する日までに仲裁判断を
行わなければならないので、なかなか大変です。
　さらに、例えば競技団体から出場停止処分を受けた選手が、
数日後に迫った選手選考となる大会に出場するために、出場
停止処分の撤回を求める等、数日以内に仲裁判断を行わなけ
ればならないような事案については、原則として１人の仲裁
人のみによってスポーツ仲裁パネルを構成する「緊急仲裁手
続」を行うことがあります。緊急仲裁手続の場合には、通常
のスポーツ仲裁よりも、さらに迅速性が求められるので、申
立代理人、被申立代理人、仲裁人のいずれの立場になっても、
とにかく骨が折れますが、１人の選手の選手生命や人生その
ものをかけた戦いですから、かなりの緊張感を持って、短期
集中で取り組みます。

恒石先生は、スポーツ仲裁の他には、スポーツ法務としてどの
ような業務をなさっているのですか。

　まず、皆さんのイメージされているような、プロ・アマチュ
アを問わず様々な種類の競技の選手の代理人を務め、選手の所
属するチームのほか、競技の協会・連盟・主催者等と、報酬や待
遇等についての交渉を行うという業務があります。
　業務量として多いのは、各種競技団体（種目団体）を統轄する
中央競技団体等への法務アドバイスを行うことです。一般の会
社法務のように、役員向けのコンプライアンスやガバナンス
の研修も行うこともあります。スポーツ仲裁は、数で言えば
JSAA全体で多くて年10数件ですので、実際には競技団体への
法務アドバイスを行う機会のほうが、回数としては多いです。
競技団体に対し弁護士がかかわる機会は、年々増えてきている
ように感じていますが、まだまだ弁護士が関わっていない競技
団体もありますし、弁護士が関わったとしても、なかなか弁護
士からの法務アドバイスが機能していない団体もありますの
で、まだまだ頑張り甲斐がありますね。

スポーツ法務と聞くと、かなり独特な分野という印象がありま
すが、他の業務との関連性を感じたご経験はありますか。

　私は、スポーツ法務だけではなく、企業法務や一般民事事件
等も扱っていますが、例えばスポーツ法務で、競技団体に対し
てガバナンスに関するアドバイスを行う際には、企業法務にお
いて、一般的な企業の方に対して行っているガバナンスに関す
る法務アドバイスの経験が生きていると実感しています。
　また、競技団体が行った、選手等に対する処分の効力を争う
際には、ロースクールで学んだ行政法が役立っています。選手
等に対して不利益処分を行う際の手続については、行政手続法
における不利益処分の手順を参考にしますし、競技団体のもつ
裁量の判断についても、行政裁量の考え方に近いという印象を
持っています。
　たしかに、スポーツ法務固有の知識は必要となりますが、ス
ポーツ法務に携わる弁護士として求められる知識は、他の分野
と共通している部分も多いんですよ。

外部弁護士として競技団体に法務アドバイスをなさるうえで、
特に心がけていることはありますか。

　競技によって、規則や統一契約書の有無等、法務面における
整備の程度には違いがあり、一見すると、弁護士が関わって、
統一的な規則や契約書等を作れば良いようにも思われます。
　しかし、競技団体ごとに、これまで築いていた歴史やカル
チャーがあります。特に、競技人口の少ない競技では、選手自
身やOBOGが中心となり、競技の発展のために、皆さん手弁
当で問題解決に取り組んでこられた、という背景があることも
あります。それにもかかわらず、競技のことを何も知らない弁
護士が、いきなりこれまでのやり方を全部否定するような態度
をとってしまっては、当然反発を受けるだけです。
　そこで私は、競技団体、選手、OBOG等、これまで競技の
発展に尽力されてきた方々に対してリスペクトの気持ちを持
ち、競技ごとの歴史やカルチャーを尊重するということを、と
ても大事にしています。そのうえで、これまで以上に競技に付
加価値をつけていくために必要な法務面の整備について、競技
団体、選手、OBOGの方々と共に考えていくという姿勢で法
務アドバイスを行うよう、心がけています。

恒石先生の考えるスポーツ法務の魅力とは何でしょうか。

　これからの分野という点です。JSAAやJADA等の組織自体
が新しいですし、ガバナンスやコンプライアンスの観点から、
各種競技団体が現在進行形で様々な仕組みや規則を作ってお
り、発展途上の段階にあります。そのなかで、裁量と規則の兼
ね合いをとり、競技団体、選手、OBOG等、競技に関わるす
べての人にとって公平で、きちんと論理的に説明のできる仕組
みとはどのようなものなのかを考えていく作業は、普段とは異
なる頭の使い方をする点で、とても面白いですよ。

スポーツ法務に携わりたいと考えている若手に向けて、メッ
セージをお願いします。

　スポーツ法務の分野は、未開拓なことも多く、若手であった
としても、積極的に手を挙げて頭突っ込んでみれば馴染めるし、
馴染んでくると色々見えてくるという味わい深さのある分野だ
と思っています。ですから、若手の弁護士の方々には、これか
ら一緒に頑張っていきましょう！というメッセージを送りたい
と思います。

競技団体の歴史やカルチャーを
尊重する姿勢

スポーツ法務の将来
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総 会 報 告
2018年10月20日（土）、リーガロイヤルホテル東京にて
2017年度稲門法曹会総会・懇親会（合格祝賀会）が行われました。

出席状況

222 名（合格者含む）

会計報告
収入 支出
項目  金額  項目  金額
前年度繰越金  8,476,356  委託費  3,240,000
会費  6,669,801  手数料・雑費  11,016
受取利息  82  会合費  550,170
記念品売上  5,000  印刷費  423,360
祝金  92,000  会報作成費  1,080,000
広告収入（会報）  299,244  記念品代  0
   事業費  196,851
   通信費  175,225
   ロー・レビュー支援  200,000
   システム運用費  45,316
   稲門法曹奨学金  1,300,000
   旅費・交通費  254,905　
   謝金  50,000
   小計  7,526,843
    
   次年度繰越金  8,215,640
 合計  15,542,483 円  合計  15,742,483 円

役員選任

　本年度は会長・顧問・副会長・常任理事を含む理事の改
選期であり、再任・新任を含めた新たな理事が選任されま
した。
　新会長には吉岡桂輔弁護士（東京支部・東京）が理事会
にて選任され、またこれまで会長を務められた山田勝利弁
護士（東京支部・第二東京）は新たに顧問に推薦され、就
任しました。

法務研究科の現状について（報告）

　松村和徳法務研究科長（当会常任理事）より、志望者の
増加への取り組み、司法試験の状況や、法務研究科の新た
に取り組んでいるプログラムの紹介等についてご報告をい
ただきました。今後の３＋２（学部 3年・ロースクール 2年）
と呼ばれる学部からの総合的な法曹養成制度（「法曹コース」
制度）の開始にあたって、早稲田法学の総合力が評価され
る新たな局面となるという展望が語られました。

法学部の現状について（報告）

　田村達久法学部教授より、法学部への志望者数の減少傾
向と法曹養成への課題についての認識が語られ、法学部１
年生の早い段階から若手法曹の協力のもと開催しているロ
イヤーズサロンという企画についてお話がありました。
　また、法学研究科の現状にも触れられ、法曹入試により
博士後期課程への進路が確保されたことについても触れら
れました。

事業実施状況報告

　各種会合、メールマガジンの発行、Web サイト・SNS の
運営、会報の発行、支部訪問、各種稲門会との交流、稲門
祭出店、稲門法曹奨学金への寄付等、当会の事業実施状況
が資料に沿って報告されました。

新任役員

［顧　　問］ 鎌田薫（教員支部・早稲田大学前総長）
 山田勝利（東京支部・第二東京）
［会　　長］ 吉岡桂輔（東京支部・東京）
［副会長］ 高中正彦（東京支部・東京）
　　　　 高岡優（中国支部・広島）
［常任理事］ 大野宗（検察官支部）
 菊池馨実（教員支部）
 箱井崇史（教員支部）
 松村和徳（教員支部）
［監　　事］ 松下賢一郎（東京支部・東京）

※新任のみ。継続の方を含めた一覧はWebサイトにてご覧いただけます。

Nishikawa
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活 動 報 告
稲門法曹会は年間を通して、
様々な活動を行っています。

常任理事会（2018.6）

過年度の決算報告、今年度予算案について決議が行われ、今後の
活動について活発な議論がなされました。

春の講演会（2019.4）

商学学術院教諭の内田和成教授をお迎えし、初の春企画を開催し
ました。講演会・その後の懇親会ともに盛会となりました。

正副会長会（2019.3）

小野梓記念館（27号館）にて意見交換がなされました。

記念講演会（2018.10）

鎌田薫前総長より「稲門法曹会の意義と役割　―創立から 10年
を振り返って―」と題し、10 周年にあたり会発足当初のこと、
また今後の展望についてご講演いただきました。

総会（2018.10）

　秋山靖浩事務局長の司会のも
と総会が行われました。理事会で
は山田勝利会長が任期満了により
退任され、新会長に吉岡桂輔副
会長（写真上）が選任されました。

懇親会（合格祝賀会）（2018.10）

①今年も応援団・チアリー
ダーが登場し、最後は校
歌を斉唱しました。

② 10 周年ということで、
早稲田ベアも登場

③今年からキッズスペース
を設置しお子様連れの方も
参加しやすくなりました。

合格発表（2018.9）

合格発表会場（法務省）前で合格祝賀会のご案内と稲門法曹会
への歓迎を呼びかけました。

稲門祭（2018.10）

今年も多くの方々が相談に立ち寄られました。中には進学相談
もあり、教員支部の会員が相談に応じていました。2019 年度も
出店予定ですので、ぜひご参加・お立ち寄りください。

稲門法曹会・早稲田大学　2019 年度スケジュール

2019年 4月1日 （月）～3日（水） 入学式
4月14日 （日） 早慶レガッタ
6月1日 （土）～3日（月） 早慶戦（春季東京六大学野球）
6月6日 （木） 司法試験短答式合格発表
7月6日 （土） 常任理事会
9月10日 （火） 司法試験最終合格発表
10月20日 （日） 稲門祭
10月26日 （土） 稲門法曹会　総会・懇親会（合格祝賀会）
11月2日 （土）・3日（日） 早稲田祭
11月上旬  早慶戦（秋季東京六大学野球）
11月下旬  ラグビー早慶戦
12月上旬  ラグビー早明戦

2020年 1月2日 （土）・3日（日） 箱根駅伝
3月中旬  会長・副会長会議
3月下旬  卒業式
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法曹になりたいとおもった祖父のエピソードからもつながって
いる分野ですね。
　森・濱田松本法律事務所は、自分から声をあげれば、やりた
い案件を担当させてもらえる環境でしたので、私のような自分
から声をあげるタイプに人間はとても色々なことができました。

　
　森・濱田松本法律事務所からは、在籍５年目に独立しました。
２～３年目から、仲の良かった同期の間で「外に出たら面白い
よね」という話が出てきていて、独立を意識するようになりま
した。なおその中では、私と一緒に法律事務所ZeLoと株式会
社LegalForceを創業した角田が急進派でした（笑）。
　転機は、同期のうちほかのメンバーが留学にいったことでし
た。留学はトフルの点数が取れれば原則として希望者全員がい
けるのですが、私と角田は英語の点数が悪くて、１年遅れでし
か留学にいけないことになってしまいそうでした。それもあり
「じゃあ留学はやめてこのタイミングで独立しよう！！」という
話になりました。
　結局留学せずに独立することになりましたが、この２年間は
リーガルテックの市場が大きく変わった年だったので、結果と
しては留学に行かなかったことが私たちにとっては正解だった
と思っています。

　
　独立を具体的に模索しはじめたころから、事務所を立ち上げ
た時の軸について考え始めていました。そのときに、アメリカ
のワトソンを知りまして、大変衝撃をうけました。これは日本
にも、すぐにやってくるだろうと。
　他方、弁護士業務を振り返ったときに、ずっと思っていたの
は弁護士業務の効率の悪さでもありました。細かいドキュメン
テーションを職人芸のように一つ一つ仕上げていく。この中に
は、機械にやらせたほうが、もっと早く正確にできるものもあ
る、と思いました。
　ワトソンが日本にやってくれば、弁護士の業務のあり方も変
わるだろうなと、どうせ変わるなら自分たちでやってみようと
いうことで、AIを用いたリーガルテックに最初に興味を持ちま
した。
　そんな経緯ですから最初は、AI弁護士みたいなものを作ろう
と思っていたのですけど、実際にいろいろな話を聞いてみたり
自分で勉強をしてみたりしてくと、実現性の難しさを実感しま
した。
　ただ、契約書レビューについては、現在の技術でも実現可能
性はあると思えたので、これをやってみようということで、株
式会社LegalForceで契約書レビューのソフトウェアを開発し
ました。

　ブロックチェーン技術に着目したのは事務所の開業後で、今
のように専門家と位置付けられるようになったのは、様々なめ
ぐり合わせの結果だと思っています。
　事務所を創った頃に、知り合いの弁護士（現在弊所に所属す
る高井雄紀弁護士）から仮想通貨を紹介され、自分でも試しに
購入してみました。当時は、相場が右肩上がりでしたから、一
気に資産価値が増えました。得体のしれない価値ということに
興味を抱いて、ブロックチェーン技術を研究していたら詳しく
なりました。
　運も良くて、ブロックチェーン、特に仮想通貨は、ファイナ
ンスに利用されることも多かった。ファイナンスには伝統的に
法律家の関与領域がある。そういう関与領域に張ったことで関
連案件がどんどん増えていきました。

　事務所を創ったときの最終目標が、「法律事務所3.0」を創り
たいというものでした。
　戦後、個人事務所が乱立していた時代の法律事務所が「法律
事務所1.0」、その後四大法律事務所など、大規模なサービス
重視で労働集約型の法律事務所モデルが「法律事務所2.0」だと
私は考えています。この、「法律事務所2.0」の課題だった、弁
護士の労働集約を技術で克服しようというのが、「法律事務所
3.0」のコンセプトです。
　そのためには、きちんと技術（テック）を開発することができ
る会社と、それを導入することができる新しい法律事務所、こ
の両輪が必要不可欠でした。技術の会社でつくったインフラを
実際に導入してエンドユーザーに届けることによって、新しい
時代の法律事務所像を魅せていく。法律事務所ZeLoと株式会
社LegalForceではそういったことができると面白いと思って
います。

　創業時２人ではじめた事務所は、今では弁護士15人（内外国
人弁護士3名）、パラリーガル3名、スタッフ6人、合計24名に
まで増えました。今後はパラリーガルも増やしながら、事務所
規模は大きくしていきたいと考えています。
　リーガルテックの力だけで完全自動化はできないですが、逆
にそこに法律事務所の面白みがあると思っています。弁護士で
なくても一定の業務ができるような環境は作り出せますし、パ
ラリーガルとも仕事を分担しながら弁護士業務の効率化・分散
化を図っていき、次世代のリーガルサービスを生み出したいと
考えています。
　

　Legal Forceは、営業やカスタマーサービスはもちろん、

 　中学生の頃に「HERO」をみて、検察官に憧れたというのが
最初のきっかけでした。それと、大企業に務める父親が大変息
苦しそうに見えていて、もっと自由な仕事、自分の手でする仕
事をやりたいなという思いがありました。最初は検察官志望で
したが、調べていくうちに「弁護士の方がキムタクより自由だ
な」ということに気付いて、弁護士志望にかわりました。
　また、祖父が機械製作の会社の経営者だったのですが、晩年
に周囲の人々にやり込められてしまって、会社を乗っ取られて
しまう出来事があったんです。そのときに、法律家にきちんと
相談できていれば、そのような事態にはならずに済んだと思う
のですが、当時祖父は相談できる法律家が近くにいなかったよ
うです。
　そういった、祖父の姿もみて、企業系のプロフェッショナル
ロイヤーになりたいと思うようになりました。

　企業のプロフェッショナル弁護士になりたいという思いもあ
りましたので、四大法律事務所には興味がありました。その中
でも、森・濱田松本法律事務所は若手の裁量が広い事務所だと
感じ、入所しました。
　入所後も、その期待を裏切らない素晴らしい事務所でした。
プロフェッショナル集団で、自由もある。同期で入った約２０
人のメンバーもみんな優秀でしたし、敵わないなと思うような
先輩もいらっしゃいました。

　完全に企業法務だけをやっていました。内容は、知的財産に
関する法務と事業再生がメインでした。事業再生などは、私が

その後、独立されて法律事務所ZeLoを立ち上げ
られるのですが、独立されようと思ったきっか
けはなんですか？

最初に所属された森・濱田松本法律事務所を
選んだ理由はなんだったのですか？

リーガルテックのお話がでてきました。まさし
くお伺いしたいお話なのですが、そもそもリー
ガルテックに関心を持たれたのはなぜですか？

法曹を志したきっかけはなんですか？

森・濱田松本法律事務所ではどのような仕事を
やられていたのですか？

小笠原先生というと、ブロックチェーン技術に
関した法律問題についても、第一人者という印
象があります。ブロックチェーン技術×法律と
いう分野に着目された理由はなんですか？

テクノロジーを使って新しい法律事務所の形を
追求していくというのは、とてもおもしろいで
すね。同じ法律家としては、ZeLoがどのような
事務所に発展していくか大変興味があります。
今の時点での構想はありますか。

小笠原先生はリーガルテック企業の「株式会
社LegalForce」の代表取締役も務められていま
す。新しい事務所と新しい会社、一度に２つ
の組織を立ち上げようと思った理由を教えて
ください。

Legal Forceの方は、今後どうなっていくので
しょう。

サービス開発のための専属弁護士も所属している企業です。
LegalForceは、日本・世界中のリーガルインフラとなり、プロ
フェショナルに驚きと感動を与え続ける一つの企業として上場
させ、またさらなる成長をさせたいと考えています。

　間違いなく、ZeLoに入ることを選ぶと思います。
　既存の大手法律事務所は、大きくなりすぎたこともあって、
入る新人にとっては未来が描きにくい、描けたとしてもそれは、
先輩の成功モデルの焼き直しになってしまうというところが少
し物足りないのかな、と思います。それに、これから弁護士業
務はAIなどよって、加速度的に変化していきますから、それを
間近で感じられる時代をリードできるような組織を選ぶ方が面
白い。
　加えて、ブロックチェーンにしろ、スタートアップにしろ、
新しいことが日々起きることの楽しさ、そして、分野に限らず
新しいリーガルサービスを提供するという面白さ、それが、私
たちの組織の成長について天井が見えないという楽しさにつな
がっています。20年、30年後にこの組織がどうなっているのか
は明確には見えないのがなにより楽しい。この楽しさを味わっ
たら、ぜひこっちに来たほうがよいと、勧めざるをえません。

　

　この業界はまだまだ無限の可能性がある業界だと思います。
　しかも、法律事務所のスタンダードが変わっていく瞬間、「法
律事務所3.0モデル」への転換を味わえる大変おもしろい時期
です。
　また、時代の流れが速いので、若手であっても上を超えて
いける。若手が活躍できるチャンスもたくさんあります。働
き方も、事務所に所属するばかりではなく、例えばスタート
アップ企業に入って成長させる手伝いをするなど、多様化し
ています。
　よい側面ばかり話しているようですが、本当にこれからこの
業界はおもしろくなると思います。業界にゲームチェンジをお
こして、業界全体を持ち上げていきたい。そう私はおもってい
ますし、ぜひそういった可能性をいっしょに現実にしていこう
と思う人に、この業界に入ってきてほしいと思っています。

最後に、これから法曹になる方々に一言メッ
セージをいただけますか。

ちょっと意地悪な質問をしますが、自分が就職
活動をしていた当時、ZeLoがあったら、森・濱田
松本法律事務所とどちらを選ぶとおもいますか。

稲門法曹を
訪ねる旅

小笠原匡隆弁護士
LegalForce

業界にゲーム
チェンジを
起こす

全国各地で活躍さえている
稲門法曹の方にお話を伺っています。
今回はLegalForceの小笠原匡隆弁護士を
訪問させていただきました。
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 検察官

弁護士

弁護士

 裁判官

弁護士

 裁判官

松田 裕介
まつだ ゆうすけ

三菱自動車工業株式会社 法務部

岩田 朋子
いわた ともこ

日比谷シティ法律事務所

髙橋 祐二
たかはし ゆうじ

名古屋地方裁判所

稲村 宥人
いなむら ひろと

早稲田リーガルコモンズ法律事務所

西條 壮優
さいじょう まさよし

東京地方裁判所

山田 結
やまだ ゆい

東京地方検察庁

①企業法務　②現在は三菱自動車工業株式会社
の法務部においてインハウスロイヤーとして勤務
をしています。企業内での業務は多岐にわたり刺
激的な毎日を送っています。今後は更なる飛躍を
目指し日々の業務に邁進していきます。④麺珍亭　
⑤古谷修一先生　⑦映画鑑賞

①一般民事、刑事等　②6年間、早稲田の地で育
てていただきました。稲門法曹の一員としての誇
りを胸に、試行錯誤を繰り返しながら、一人一人
の依頼者のかたに正面から向き合って仕事に取り
組んでまいりたいです。　③政治学(的射場教授)　
④カーナ　⑤本山哲人先生　⑥読書、囲碁　⑦
今の仕事をできる限り長く続けたい

②京都での修習を終え、名古屋に着任してから半
年が経過しました。わからないことだらけで、勉
強の毎日ですが、当事者の方のより多くの満足を
目指した事件解決に尽力する所存です。よろしく
お願いします。　③会社法応用演習　④上海亭　
⑤福島洋尚教授　⑥鉄道旅行　⑦平穏な家庭

弁護士 弁護士吉沢 啓
 よしざわ けい

吉沢寛法律事務所

井上 雅照
いのうえ まさてる

弁護士法人いろは
①企業法務　②実務に出て半年間、初めての連
続に四苦八苦しながら、わくわくしながら精一杯
業務に取り組んできました。とりあえず吉沢に相
談しておけば大丈夫！と信頼してもらえる弁護士
になれるよう精進して参ります。どうぞよろしく
お願い致します。　④キッチンオトボケ

①交通事故 一般民事 企業法務等　②まだまだ一
年目で未熟者ですが、少しでも世の中の困って
いる人たちを救うために尽力していきたいと考え
ています。そのためにも日々の業務に真摯に取り
組み、自己研鑽を欠かさず行っていきたいと考え
ています。よろしくお願いします。③刑法総合１　
④武道家　⑤中島徹先生　⑥ガンバ大阪の応援、
テニス　⑦スポーツに関わる仕事をすること

弁護士 弁護士吉津 良真
きつ りょうま

弁護士法人棚瀬法律事務所

大橋 いく乃
おおはし いくの

弁護士法人ルミナス東京事務所
①医療事件(医療機関側)の交渉訴訟　②医療事
件のエキスパートとなるべく研鑽を積みたいと
思っております。よろしくお願いいたします。　
③環境法　④油学会　⑤川口浩先生　⑥スキー

①刑事弁護　②早稲田大学法学部、同法科大学
院を経て、いまは刑事弁護を中心に扱う事務所に
て日々活動しています。いつの日か、尊敬する先
生方のような依頼者に寄り添い、一緒に戦うこと
のできる弁護人となるべく頑張ります！　③債権
各論　④らっきょブラザーズ　⑤秋山靖浩先生　
⑥コブクロ　⑦のんびり幸せな老後を過ごすこと

弁護士清水 元貴
しみず げんき

宏和法律事務所
②個人の事件から企業間の国際的な事件まで幅
広く取り組んでおります。趣味と実益を兼ねて心
理学、精神医学等を勉強しておりますが、講演や
研究の機会を得ております。基本を大事に、謙
虚に努力して参りますので、今後ともよろしくお
願いいたします。 ③法と心理学　⑤菅原郁夫先
生　⑥心理学、精神医学の勉強　⑦誰もが生き
やすい社会を実現する

弁護士竹内 大介
たけうち だいすけ

早稲田リーガルコモンズ法律事務所
①一般民事、家事事件、破産、会社設立等　②
秋田という夢の大地で修習を終え、大都会東京に
戻って参りました。法律に関することに限られず、
秋田で学んだことを存分に生かし、自分の特性
を生かした弁護士になれるよう努めて参ります。　
④麺珍

①テック系ベンチャー企業等の創業者支援やサブカ
ルチャー系コンテンツの会社向けの企業業務、離島
地域の自治体向けの法律支援業務などを中心に様々
な業務に取り組んでおります。　②お客様、1人1人
の歩幅に合わせて、寄り添い、共に歩む。そういっ
たことができる弁護士であれるよう、日々の研鑽を
怠らず、みなさまのご要望にお答えできる弁護士を
目指していきます。　④わせべん・南海・オトボケ

①民事通常部において、合議事件を担当　②当
事者の主張立証に正面から向き合い、紛争の核
心を捉えた審理ができるよう、日々努力していき
たいと思います。③刑法応用演習(松原)　④メル
シー、メーヤウ　⑤講義を担当していただいた全
ての教授　⑥ピアノ、ギター、歌　⑦作品を残し
たい。 

①刑事部の検事として、捜査・事件処理を担当　
②捜査方針の策定から終局処分まで自分の判断
で進めていくことに、責任の重さを感じると共に
やりがいを感じています。被疑者や事件関係者一
人一人に真摯に向き合い、誰からも信頼される検
事になれるよう努力したいと思います。　③捜査
法　④いもやの天ぷら　⑤伊藤眞先生　⑥昼寝　
⑦夢は大きく検事総長(笑)

①仕事内容

②抱負
③好きだった

講義

④好きなワセ
メシ

⑤尊敬してい
る早稲田の教

授

⑥趣味
⑦将来の夢

新人法曹の抱負
今年も多くの法曹が早稲田から誕生しました。 
ここでは、71期の新人法曹の中から
20名の方をご紹介します。

中野 雅俊
なかの まさとし

飯沼総合法律事務所

弁護士

①不動産・金融系　②少しでも多くの事を吸収ながら一日一日を過ごしたいと思
います。　④武道家　⑥将棋

栗田 直弥
くりた なおや

K＆K　PARTNERS法律事務所

弁護士

②ばんがります。　④まほうつかいのでし

蛇澤 潤
へびさわ じゅん

大阪地方検察庁

検察官

②早く一人前になれるよう頑張ります。③会社法　④エルム（もう無いですが..）　
⑥テニス

田畑 早紀
たばた さき

佐藤総合法律事務所

弁護士

①企業法務（Ｍ＆Ａ、知的財産権、ＩＰＯ（株式上場）、訴訟、倒産・再生、一般企
業法務等）、その他個人の一般民事、刑事等幅広く行っています。事務所に公認
会計士や弁理士、司法書士が在籍しており、ワンストップで幅広い業務に取り組
んでいます。　②目の前の仕事にただ必死に取り組むのではなく、依頼者が本当
に悩んでいることが何か物事の本質から考え、物事の先を読み、＋αの付加価値
を提供できる弁護士になれるよう日々邁進しています。そのために、法律分野は
もちろん周辺知識、他分野まで広くアンテナを貼り、ひとりの人間として広く知
見を高め、多くの人に出会い、成長し、理想の弁護士像を追求していく所存です。　
⑦女性弁護士として大成すること

宮下 萌
 みやした もえ

東京弁護士会

弁護士

①ヘイトスピーチをはじめとするマイノリティの権利に関する活動。インターネッ
ト上の人格権侵害など。　②ロースクール時代から、マイノリティの権利に関す
る活動に携わってきました。これからも初心を忘れずに活動していきたいと思い
ます。　⑤松原芳博先生

鳥光 翼
とりみつ つばさ

弁護士法人心東京駅法律事務所

弁護士

①相続及び相続から派生した事案　②ロースクール時代から相続に関わる仕事を
したいと考えておりましたので、念願叶いました。私は、相続税で身を立てた税
理士の家系なので、将来は相続税や相続不動産の売却換価なども手掛けられるよ
うになりたいです。　⑥釣り

検察官美濃部 達也　
みのべ たつや

東京地方検察庁
②現在、新任検事として、東京地方検察庁の刑事部に勤務しています。一つ一つ
の事件に向き合い、事案の真相を解明し、適切な判断を行うために日々努力して
おります。　③刑事応用演習

岡田 翔太
おかだ しょうた

東京地方検察庁

検察官

②検事任官以来、その職責の重さを日々痛感しております。事件関係者の方々に
誠実に向き合いながら、常に事案の真相解明への熱意を持ち、目の前の事件一件
一件に真摯に取り組むことで、日々精進していきたいと思います。
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去る令和元年5月20日、稲門法曹会の初の試みとして、
稲門法曹会・春の講演会企画が開催されました。
以下にて、本講演会の開催報告をさせていただきます。

1. 開催の経緯 おり、最近では「ゲーム・チェンジャーの競争戦略」も執筆され
ていました。
　このように、内田教授は主に経済人として人生の歩みを勧め
られてきた方であり、講演会の演目も「ゲームチェンジはどこ
で起きるのか？」という、経済の動きに着目したものとしてい
ただきました。

　講演会当日は、稲門法曹会の会員をはじめ、隣接士業の稲門
会の会員の皆様、またロースクールや法学部の学生さんなど、
多種多様な背景をお持ちの方、約70名にご参加いただきまし
た。
　講演時間は１時間30分と、比較的長い時間ではありました
が、内田先生のお話は大変興味深いものばかりで、参加者の皆
様も大変真剣にお話を聞いておられました。
　講演の内容は、過去に行われた様々なゲームチェンジの事例
を参考に、誰がどのような場面で、どのようなゲームチェンジ
を起こすのかということについて、極めて体系的かつ論理的な
説明がなされるものでした。
　すなわち、ゲームチェンジャーとなりうるプレイヤーは４つ
の類型（プロセス改革型・秩序破壊型・市場創造型・ビジネス創造
型）に分けられること、その上でこれらプレイヤーがゲームチェ
ンジに取り組む要因となるとして３つの要素（①技術革新②構
造変化③心理的変化）があるということでした。
　技術革新がゲームチェンジの要因となるということは、比較
的容易に想像がつくものの、社会構造の変化や消費者の関心の
移り変わりも、ゲームチェンジの重要な要素となるというのは、
言われてこそ納得感があるものの、説明されなければなかなか

　春の講演会企画は、吉岡桂輔稲門法曹会会長の「会員相互の
交流機会をもっと増やしたい」という思いを受け、稲門法曹会
の事務局を担う若手会員が中心となり企画し開催されたもので
す。
　講演会の内容の決定にあたっては、一人でも多くの会員に興
味をもっていただける内容をということで、企画担当者全員で
頭を悩ませました。当初は、法曹の集まりらしく、法律に関係
する話題を！という案もありましたが、そういった勉強会は弁
護士会や各種委員会会派でも開かれていますから、あまり新鮮
味が感じられません。むしろ様々な学問の専門家を抱える「早
稲田大学」の校友会であるという特色を生かして、法曹業務に
関わりはあるけれども、普段はなかなかお話を聞くことができ
ない方のお話を聞こうということになりました。そこで、過去
稲門法曹会の北海道支部でもお話されたことがある、早稲田大
学商学学術院教授の内田和成先生を講師にお迎えすることとな
りました。

　内田和成教授は、東京大学工学部をご卒業された後、慶應
ビジネススクールを修了、その後は日本航空、ボストン・コン
サルティング・グループ (BCG) を経てこられた方であり、ボ
ストン・コンサルティング・グループでは２０００年６月から
２００４年１２月まで日本代表を務めていらっしゃいました。
ご専門は、ハイテク、情報通信サービス、自動車業界を中心に
マーケティング戦略、新規事業戦略、中長期戦略、グローバル
戦略の策定、実行支援等であり、２００６年度には世界の有力
コンサルタント、トップ２５人にも選出された方です。
　近年では、「論点思考」「仮説思考」等の著者としても知られて

気づかない視点でもあり、大変興味深いお話でした。
　講演の最後には、僅かな時間ではありますが質疑応答の時間
も用意していただき、会場からは「弁護士業務におけるゲーム
チェンジはどのような内容が考えられるか」といった質問も飛
び出しました。
　ビジネスにおけるゲームチェンジのお話は、一見すればあま
り法曹と関わりがないと思われがちです。しかし、IT分野をは
じめ、近年、様々に生まれていく全く新しいビジネスモデルは、
それを取り巻く契約関係はもちろん、規制やルールづくりなど
の場面で、法律家に対する新しい問題を提起しています。同時
に、技術革新がすすむ昨今の世の中では自ずと弁護士業務のあ
り方についても変革が迫られています。
　もとより法曹が、法律家として社会のインフラの一翼を担っ
ている以上、法曹も社会の動きに敏感であるべきです。そして、
その中で顧客ニーズが変わっていくのであれば、その変化を敏
感にとらえ、ニーズに沿った新しいカタチのサービスを提供で
きるよう模索していくべきでしょう。この講演会が、そのよう
なニーズの変化に気づく一助になればという思いもあり、企画
をいたしましたので、会の最後に弁護士業務におけるゲーム
チェンジに言及する質問がでたことは、企画者としても企画意
図が伝わったという思いもあり、嬉しい限りでした。
　なお、本講演では試行として稲門法曹会近畿支部とテレビ会
議をつなぎ、大阪会場との同時中継を実現いたしました。電波
状況もよく、大阪会場からの質問もでる状況で、この試みも大
いに成功いたしました。次年度以降は全国の稲門法曹会支部と
も接続を行い、複数箇所との同時中継も模索していこうと考え
ております。

　講演会の後には、内田先生もご参加の懇親会を大隈記念タ
ワー（早稲田大学26号館）にある森の風にて開催いたしました。
懇親会は、講演会から引き続き約40名の方にご参加いただき、
大変盛況でございました。
　本講演会は、もともと会員相互の親睦を深めることが目的で
ございましたので、懇親会に極めて多くの方がいらしてくだ
さったことは、本企画の目的が十分果たせたことを意味します。
　このような懇親会の様子をみて、企画者としても、ひとまず

肩の荷が降りたところでございました。
　なお、一部の方々は引き続き２次会にも参加されたようであ
り、本企画参加者の高い満足度が伺える結果となりました。

　このように大変盛況のうちに終了した春の講演会企画でござ
いますが、来年度以降も定例の企画として、引き続き開催をし
続けようと考えております。
　皆様に置かれましては、ご参加はもちろん「こういったお話
をききたい」といったご要望も受け付けておりますので、ぜひ
本企画にご興味をお用いだけます方は、稲門法曹会事務局まで
ご一報いただけますと幸いでございます。

文責：稲村宥人

2. 講演会の概要

3. 懇親会の概要

春の講演会企画 開催のご報告

開催概要報告

1. 企画概要 早稲田大学商学学術院の内田和成教授をお迎えして、90分程度の講演会及びその後懇親会を開催。
稲門法曹会員の他、他稲門会（各種士業、若手年次）、現役学生にも広報し、参加を募った。

2. 実施結果 日　時 2019年5月20日　講演会開演　18:00～　懇親会開宴　19:45～
場　所 講演会　早稲田大学3号館704教室　　懇親会　森の風（貸し切り立食形式）
参加者 講演会【63名】
 懇親会【41名】（但内田先生、アルバイト除く）

4. 今後について
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稲門法曹会の活動

早稲田のOB同士、楽しく交流しています！

　以上のように、稲門法曹会事務局では、オフィシャルな業務
のほかにも、有志での交流会を行っています。この交流会は、
まだまだ始まったばかりで内容が定まったものではありません
ので、これから新しく参加していただける方のアイディア次第
で、フレキシブルに内容を変えていくことも可能です。
　稲門法曹会事務局にご参加いただくことで、漏れなく、稲門
法曹内での人脈に加え、優秀な稲門他士業の方々との人脈も広
げることができます。また、人脈作りという功利的な要素を超
え、久々に「早稲田」の仲間と交流することは、まるで学生時代
に戻ったようで、それ自体が非常に楽しいものです。
　この記事を読んで少しでも稲門法曹会の活動に興味を持って
いただいた場合には、ぜひ下記事務局の連絡先までご連絡くだ
さい。勿論、裁判官、検察官やインハウスローヤーの先生方の
ご参加も大歓迎です！皆様のご参加を、稲門法曹会事務局一同
でお待ちしています！

　本会報誌は、稲門法曹会の事務局メンバーが編集委員として
関与して作成・発行されています。稲門法曹会事務局は、若手
の有志会員で構成されており、稲門法曹会が主催する総会・記
念講演会・懇親会（合格者祝賀会）、講演会や稲門祭への出店（無
料法律相談の実施）の運営等を行っています。
　このように、稲門法曹会事務局は、オフィシャルな日業業務
も勿論行っていますが、それとは別途、早稲田ＯＢの他士業の
方々との交流会を実施しています。本記事は、そういったオフィ
シャルな活動以外のイベントを紹介することで、会員の皆様に
稲門法曹会の活動により興味をもっていただくことを目標にし
たものです。

　稲門法曹会事務局のメンバー有志は、おおむね３か月に１回
程度の頻度で、早稲田ＯＢの他士業の方々との交流会を実施し
ています。この交流会は、本記事の執筆時点までに、すでに計
５回が開催されています。毎回、各メンバーが親しくしている
他士業の方々に声をかけて参加者を集めており、会を重ねるご
とに徐々に陣容を拡大しています。現在では、参加いただいて
いる他士業の方々も、行政書士、社会保険労務士、税理士、公
認会計士、中小企業診断士、司法書士と多岐にわたっています。
年齢も保有資格もバラバラですが、全員が早稲田のＯＢですの
で、酒杯を交わせば皆すぐに意気投合することができ、毎回と
ても楽しい交流会となっています。交流会と言っても、異業種
交流会のような堅苦しいものではなく、各参加者が、日頃どの
ような内容、種類の業務を行っているのか、各士業の業界でど
んなこと（法令改正等）が話題になっているのかといった情報交
換や、日頃の業務の悩み等について、毎回ざっくばらんな話を
しています。話をしていると、各人、各士業界によって様々な
価値観、仕事のやり方、悩みがあることがよくわかり、楽しい
ながらも非常の学ぶことの多い会です。
　本交流会は、現在のところ、純粋な飲み会として開催してい
ますが、今後は、各自の知識やノウハウを共有できるような勉
強会としての要素も加えていき、より有意義な会にしていくこ
とを目指しています。

早稲田若手士業との交流会 稲門法曹会への参加について

稲門法曹会事務局は、年間を通して多種多様
な活動を行っています。このコーナーでは、
その一部をご紹介します。

こんなこともやってます！

REPORT

稲門法曹会事務局
早稲田リーガルコモンズ法律事務所
弁護士 高橋宗吾（takahashi.s@legalcommons.jp）
あさひ法律事務所　弁護士 藤並知憲（fuj@alo.jp）

早稲田若手士
業交流会

３か月に１回
程度のペース

で行われる早

稲田若手士業
交流会。行政

書士、社会保

険労務士、税
理士、公認会

計士、中小企

業診断士、司法
書士など、早稲

田OBのさ

まざまな士業の
方々と交流して

います。

稲門法曹会

19

だ各 支 部 よ
令和元年

稲門法曹会各支部の最新情報をお届けしています。
多くの地域で様々なテーマの集いを企画し、会員相互の親睦を深めています。

　四月会は、早稲田大学出身の裁判官からなる集いであり、本
年も第71期の新任判事補8名を新たに会員として迎え入れまし
た。四月会では、新入会員の歓迎を兼ねて毎年2月頃に例会を

開催しており、裁判官・裁判官ＯＢが、世代を越えて懇親を深
める場となっています。任官後3年目を迎えた筆者においても、
例会は早稲田の絆のもと様々な世代の先輩方から激励をいただ
ける貴重な機会であり、毎年心待ちにしているところです。
　本年の例会は、去る2月22日、リーガロイヤルホテル東京に
て開催され、新入会員5名を含む30名を超える会員の参加があ
りました。まずは大段亨会長による開会挨拶，早稲田大学の松
村和徳法務研究科長による乾杯のご発声に始まり、中頃には、
新入会員にとっては40年ほど先輩に当たる4名のＯＢ会員か
ら、新入会員に向けた激励のメッセージもいただきました。そ
の後、上記の激励を受けいっそう職務に燃える新入会員から、
今後の抱負等が述べられました。会は終始和やかな雰囲気にて
進行し、恒例のエール交換と校歌斉唱を経て，OB会員である
川上拓一先生の閉会挨拶をもって、本年も盛会のうちに終了と
なりました。

（69期　大島奈々絵）

四月会（裁判官支部）

●平成30年度稲門法曹会北海道支部総会・記念講演会について
　平成30年11月2日、札幌グランドホテルにて、平成30年度
稲門法曹会北海道支部総会・記念講演会が開催されました。
　支部総会においては、次年度（令和元年度）の活動方針、事務
局の拡充（単位会［旭川、釧路、札幌、函館］ごとの事務局設置）、
会費納入率の向上策等について意見交換が行われたほか、会旗
（北海道支部及び各単位会）が披露されました。
　支部総会に続いて開催された記念講演会では、早稲田大学大
学院経営管理研究科（ビジネススクール）教授の内田和成先生を
お迎えしてご講演を頂きました。同講演会には、稲門法曹会員
のみならず、北海道の各稲門会員や経営者の皆様も参加され、
総勢70名を超える盛況ぶりでした。
　同講演会では、「ゲームチェンジ（競争ルールの破壊・変容）は
どこで起きるのか？なぜ起きるのか？」の演題で、かつてない
スピードで変容するビジネス情勢やゲームチェンジ・イノベー

ションが起きるメカニズムについて数多くの具体例を交えてご
解説いただくとともに、これからの北海道において見出してい
くべき価値についてもご示唆を頂きました。内田教授のご講演
は、参加者の皆様から大変多くの反響があり、講演会後に開催
した懇親会においても、内田教授を交えた議論が行われるほど
でした。特に、法曹関係者にとっては、ビジネスの最前線を知
ることのできる得難い機会であったと思います。
　今回の支部総会・記念講演会は、全体を通して、稲門法曹会
員のみならず、北海道の各稲門会、ひいては経営者の皆様との
貴重な交流の機会となりました。

●今後の活動予定について
　今年度も、稲門法曹会員の交流の場として、支部総会・記念講
演会を開催する予定です。記念講演会については、今回も著名
な方に貴重なご講演をいただくべく、鋭意企画を進めています。
　このような活動を継続していくことで、北海道における稲門法
曹会員の結束をより強固なものにしていきたいと考えています。

（68期　柴野淳一郎）

北海道支部

　検察稲門会は、現役の検事のみならず、退官後に弁護士や公
証人として活躍されている方々を含め、全国に約410名の会員
を有しています。例年、在京の会員を中心として会員相互の交
流を深める機会として例会が開催され、本年度は平成31年3月
11日に、法曹会館にて平成30年度例会兼新任検事歓迎会が開
催されました。
　本年度も、諸先輩方からご挨拶として貴重なお話を頂くとと
もに、会全体を通して、現役、OBを問わず多くの会員の方々

から豊富なご経験などを伺うことができる、大変有意義なひと
時となりました。
　また、平成30年12月に任官した新任検事８名が自己紹介を
行いました。各々、個性的かつ熱意や早稲田愛に溢れた自己紹
介が終わった後には、諸先輩方から暖かく声を掛けていただけ
る場面もあり、検察稲門会に迎えていただけた嬉しさを感じま
した。
　会の最後には、新任検事代表の旗振りのもと、全員で早稲田
大学校歌を斉唱し、検察稲門会の会旗を中心として記念撮影を
行い、盛会のうちに終えることができました。

（71期　美濃部達也）

検察稲門会

り

Nishikawa
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　一弁稲門会の総会・懇親会が、平成31年2月23日（土）午後2
時から、鉄鋼会館において開催されました。

●総会の様子
  まず星徳行会長からのご挨拶がありました。星先生は、長き
にわたり、一弁稲門会の会長としてご尽力いただきましたが、
今回の総会をもって惜しまれつつご勇退されました。
　また、今回の総会では、会則変更により理事の人数が大きく
増員となったことに伴い、合計84名の理事が選任されました。
大所帯で会を盛り上げていくことになりました。
　その後、新会長に平成28年度一弁会長を務められた澤野正
明先生が選任され、新体制が発足いたしました。
  また、早稲田大学法学学術員教授の秋山靖浩先生から、ご来
賓の挨拶をいただくとともに、最近の法務研究科の取組みや、
学生の様子等をご紹介いただきました。

●懇親会の様子
  総会終了後、会場を移動して懇親会が開かれました。乾杯の
ご発声は15期の野村英治先生にしていただきました。今回は
70期、71期の新人の先生方が多く参加されたこともあり、賑
やかな懇親会となりました。
　懇親会では多くの先生に、近況報告をはじめ、弁護士業務や
一弁の会務、麻雀やゴルフといった遊びに至るまで、さまざま
なお話をしていただきました。中には顧客獲得のノウハウをお
話しいただいた先生もおられ、新人だけでなく、若手・中堅の
先生も熱心に聞き入っていました。
　ひとしきりのご歓談の後、69期と70期の先生方に自己紹介
をしていただきました。ユニークな経歴を持つ先生方もおられ、
会場は大変盛り上がりました。
　最後は、井上先生のエールの下、全員で校歌を斉唱し、閉会

となりました。校歌の3番が変調するというハプニング？にも
めげず、皆さん元気よく歌っておられました。

●御礼
　今回は、来賓として、早稲田大学法務研究科から秋山先生に
ご参加いただきました。ご多忙の折にもかかわらず、総会のみ
ならず懇親会までご出席をいただき、誠にありがとうございま
した。心より御礼申し上げます。
　新会長の下、一弁稲門会は会員相互の交流の場として、活発
に活動をしていきたいと考えております。どうぞよろしくお願
い申し上げます。

（62期　島田進一郎）

　宮城稲門法曹会では、毎年、稲門出身の修習生及び仙台弁護
士会に新規登録した弁護士の歓迎会を開催しております。昨年
度は、稲門出身の法曹8名，新規登録弁護士1名、及び第72期
司法修習生7名の合計16名が集まり、歓迎会が開催されました。
　筆者は、早稲田ロースクールを2016年に卒業した、弁護士2
年目の新人で、今回の歓迎会が2度目の参加となりました。筆
者が2回ほど歓迎会に参加してみての感想は、歓迎会という肩
肘張った飲み会ではなく、各々の早稲田時代の懐かしい思い出
を、お酒を飲みながら語り合うという非常に緩い飲み会です。
　参加者には、40期代の大先輩の先生方から70期代の新人ま
で非常に幅広い年代の方がおり、また、旧司法試験、新司法
試験の受験者がいることはもちろんのこと、新試験の受験者で
あっても学部・ロースクールともに早稲田出身である方から学
部のみ又はロースクールのみ早稲田出身である方まで様々な方
がいらっしゃいました。
　歓迎会での話題は、やはり早稲田時代の話です。どこのゼミ

に所属していたのかといった話では、筆者は、商法の尾崎教授
のゼミに所属していたのですが、尾崎教授の師匠にあたる酒巻
教授のゼミに所属されていた参加者の先生もいらっしゃり、稲
門法曹会の繋がりの深さを改めて実感しました。
　また、ワセメシの話では、キッチンオトボケ・キッチン南海
など諸先輩方から新人まで全員が知っている共通の店舗の話か
ら各々がひそかに知っている自分だけのワセメシの話まで、大
いに話が盛り上がりました。筆者は、早稲田大学付近に5年近
く住んでいましたが、知らない店舗もたくさんあり、ワセメシ
の奥深さを再認識させられました。
　二次会では、恒例となりつつある某先生行きつけのスナック
で、全員で校歌及び紺碧の空をカラオケで大合唱し大いに盛り
上がりました。参加者全員が校歌及び紺碧の空をしっかりと歌
えており、さすが稲門生であると感じました。
　宮城稲門法曹会では修習生及び新規登録者の歓迎会と称し
て、毎年早稲田を語り合う飲み会を開催しております。今後と
も継続して開催することで稲門法曹会の絆を深め、また、稲門
法曹会を活性化させていくことができればと思っております。

（70期　齋藤耕平）

東北支部

一弁稲門会

　令和元年7月10日（水）、名古屋国際センター25階「東天紅」に
て、令和元年度中部稲門法曹会総会が開催され、44名の会員に
ご参加いただきました。
　第１部は、早稲田大学ご出身（昭和42年第一政治経済学部政
治学科卒）の中日新聞社前社長・現主筆の小出宣昭様に、「東海
地方の政治風土」と題して、江戸時代の幕藩体制に由来する、
保守本流（自民党）と保守左派（民主党）の流れについて、農村部
（岐阜、三河、三重）に基盤を築いた板垣退助が率いる自由党か
ら自民党へ、都市部（尾張・名古屋）に基盤を築いた大隈重信が
率いる立憲改進党から民主党へと続く流れとなっており、その
流れが現在の東海地方の政治風土につながっていること等、非
常に貴重かつ有意義なご講演をいただきました。
　第2部は、稲門法曹会事務局長の秋山靖浩先生（早稲田大学大
学院法務研究科教授）に乾杯のご挨拶をいただいた後、来年に
迫る東京オリンピックに因んだ「映像等で綴る早稲田とオリン
ピックの今昔物語」をテーマに、早稲田大学出身の夏季オリン
ピック出場者や来年活躍が期待される選手を映像で紹介しまし
た。ご参加いただいた会員からは、懐かしがる声や、多くの同
窓生がオリンピックで活躍していることへの驚きの声が上がり
ました。もちろん映像だけでは終わりません。幹事や若手会員
扮する早稲田オリンピアンが登場し、司会の原島正会員からの

インタビューに四苦八苦しながら答え、瀬古利彦選手について
は、顧問の冨島照男会員からご紹介いただくとともに小出宣昭
様にも思い出を語っていただき、大いに盛り上がりました。
　最後は、今年も一昨年、昨年に引き続きお越しいただいた応
援部OB高田温様の掛け声のもと、校歌「都の西北」を斉唱し、
早稲田大学名誉教授石田眞会員に中締めのご挨拶をいただき、
散会となりました。
　今後も、多くの会員にご参加いただき楽しんでいただけるよ
う、引き続き尽力して参ります。

（67期　武田鉄平）

中部支部

　近畿法曹稲門会では、平成30年度は、①平成30年度定期総会、
②夏季ゴルフコンペ、③ビアパーティ、④大阪三田法曹会との
懇親ゴルフコンペを開催いたしました。
　そして、平成31年度定期総会が､ 平成31年3月12日、中之
島フェスティバルタワー内の「ラ・フェットひらまつ」にて開催
されました。例年豪華な会場で開催される定期総会ですが、今
年はかの有名フレンチレストランが会場ということもあり、飛
び入り参加される方もおられるなど、総勢34名（内修習生4名）
が参加される盛況となりました。
　阪口博教先生（60期）の司会のもと、代表幹事である森本宏
先生（39期）のご挨拶で開会となり、三苫孝先生（52期）から事
業報告及び会計報告がなされました。
　ご来賓である白石先生からは、本学ロースクールの近況及び
法学部3年の「法曹コース」設置に向けた取り組み等についてご
紹介をいただきました。
　その後、阪井紘行先生（25期）から乾杯のご発声を賜り、平
成30年度大阪弁護士会副会長を務められた藤川義人先生（47
期）に記念品が贈呈されるとともに、平成31年度大阪弁護士会
副会長を務められている桑原秀幸先生（50期）から来年の抱負
についてご挨拶をいただきました。
　修習期を超えて和やかに歓談する中、恒例の各会員の近況報
告が行われ、その多様な活動に時折感嘆の声が上がるなど盛り
上がりを見せました。
　金子武嗣先生（25期）からは「早稲田大学の魅力は吸収力と人
材にある」旨の締めのご挨拶をいただき、近年、稲門法曹から

大阪弁護士会の要職を複数輩出していることもあり、改めて稲
門法曹の人材の豊富さを実感いたしました。
　最後は、参加者全員での校歌斉唱、橋森正樹先生（55期）の
エールを以て閉会となりました。
　私が定期総会に参加するのは今回が3回目となりますが、皆
様大変気さくに仕事からプライベートのことまでお話しくださ
り、定期的に稲門法曹の諸先輩方と触れあえるこのような機会
は大変有意義なものと毎回感じております。
　今年も既にビアパーティが開催され、30名以上が参加され
る盛況となっております。
　今後も、ゴルフコンペ、定期総会などのイベントを予定して
おり、近年は修習生も含めて若手も多く参加しておりますので、
皆様のご参加をお待ちしております。以上

（69期　山澤満）

近畿法曹稲門会
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　稲門法曹会と早稲田大学大学院法務研究科キャリア支援室
は、本研究科修了生と法律事務所・企業とのマッチングを図る
べく、共同プロジェクトとして、本研究科を修了した弁護士(60
期以降)を対象とした求人情報を募集しています。頂いた求人
情報は、本研究科修了生のみが登録されたメーリングリスト
によって告知します。

　稲門法曹会では、早稲田大学校友のための交流サイト「クオ
ンネット」を利用し、会員情報の管理を行っております。「クオ
ンネット」には、「コミュニティ」と「同窓会」の、2つの機能があ
ります。

事務局より、クオンネットの招待メールをお送りいたします。案内に従っ
て、手続きを開始して下さい。

クオンネットに初めて登録する方の場合、画面の左側のフォームに、メー
ルアドレスが予め表示された画面が表示されます。「同窓会参加登録へ」
ボタンから、登録を行って下さい。
すでに他の稲門会に所属しクオンネットをご利用なさっている方の場合、
「同窓会参加登録」のフォームが表示されます。お使いのパスワードを利
用して、「ログインして参加登録へ」ボタンを押してください。

「同窓会」の情報は、主に稲門法曹会事務局の事務処理に利用します。
Web上には、お名前、所属支部以外の情報を公開しない設定としておりま
すので、安心してご入力ください。 円滑な事務処理のため、郵送先など
が変更になった場合は、随時の変更をお願いいたします。

・メールマガジンが配信されます
・コミュニティ機能を利用して、たとえば修習同期、地域、卒年度、
 出身ロースクール等毎でも交流の場をもつことができます
・会員情報をご自身で確認・修正することができます

　稲門法曹会事務局では、従来通り、修了生の情報や、各支
部や団体から公表される情報をもとに会員名簿の管理を行っ
てまいりますが、クオンネットにご登録のうえ、ご自身にて最
新の情報を更新いただくようお願いいたします。
　登録にあたっては、稲門法曹会Webサイトの上部メニュー
「会員登録」から方法をご確認ください。

キャリア支援 
早稲田LS修了生向け・求人情報の募集につきまして 2019年度

総会・記念講演会・懇親会（合格祝賀会）のお知らせ

【開催日時】 2019年10月26日（土）13：00～
【開催場所】 リーガロイヤルホテル東京３階ロイヤルホールⅠ
【総会議事予定】 予算、決算報告　等
【懇親会参加費】 8,000円〔当日会場受付にてお支払いください〕
 ※若手法曹（67期～71期）は3,000円、令和元年司法試験合格者および
 司法修習生はご招待

【日時詳細】 13:00-13:40 稲門法曹会総会
 14:00-14:40 記念講演会　鴨志田 祐美　弁護士
  「大崎事件再審にみる，わが国の刑事司法の課題と展望」
 14:40-16:40 懇親会（合格祝賀会）
  ※記念講演会および懇親会は、稲門法曹会、早稲田ロースクール稲門会、
  法務研究科／法務教育研究センターの合同企画となります。

【参加方法】 ご参加の際には、事前にお申込みをお願いしております。
 下記いずれかの方法で、事務局までお知らせくださいますようお願いいたします。
 申込締切：2019年10月7日（月）

今年も2019年度稲門法曹会総会・記念講演会・懇親会（合格祝賀会）を開催いたします。
会員の皆様におかれましては、ぜひご予定くださいますようお願いいたします。

クオンネットについて

稲門法曹会Webサイト(http://waseda-legal-alumni.jp/または「稲門法曹
会」で検索)から求人票をダウンロードいただき、以下の要領にて事務局
メールアドレス宛にご連絡ください。

メールアドレス tohmon-career@list.waseda.jp 
タイトル 「求人情報:(貴事務所・御社名)」 
本文中の宛名 稲門法曹会・法務研究科キャリア支援　担当 宛

※求人票は、指定の司法修習期に該当する本研究科修了生へメールに 
　てご案内します。
※求人票への問い合わせ・応募は、各法律事務所・企業様へ本研究科修
　了生から直接行います。

上記採用情報など、修了生用MLが受け取れない本研究科修
了生の方は、早稲田大学・ITサービスナビ内・初期設定ガイド
(http://www.waseda.jp/navi/services/waseda-mail/ renewal_
al.html)をご参照いただき、設定をご変更ください。

修了生用MLが受け取れない本研究科修了生の方へ

会員同士が情報発信や交流を行うための機能です。
クオンネットには、稲門法曹会以外にも様々な稲門
会のコミュニティがあります。フェイスブック等の一
般的なSNSサイトと同様に、ご自分で情報公開範囲
を設定し、ご自分の責任で自由にご利用いただくこと
となります。

稲門法曹会
コミュニティ

稲門法曹会事務局が、毎月のメールマガジンの 配信や、
会報の送付、会費管理等の事務処理のために名簿を管
理する機能です。お預かりしている情報は原則全て非
公開で運用いたしております。同窓会の情報は、同窓
会員同士であってもお互いの情報を参照することはで
きません。名簿の請求等は、各支部を通じて事務局で
承っております。

稲門法曹会 
同窓会

お申込方法

登録手順

①同窓会登録フォームから登録を依頼

②クオンネットから、招待メールが届きます

③クオンネットサイトで登録を開始

④クオンネットアカウント情報の登録と、
　稲門法曹会 登録情報を記入・登録完了

登録すると・・・

CLICK!

① 法務研究科ニュースレター「梓」同封の出欠確認票
「梓」同封の出欠確認票に記入のうえ、案内に従いご返送下さい。

② legal-alumni@list.waseda.jp　宛へのメール送信
１.御名前（ふりがな）
２.連絡先住所
３.電話番号
４.メールアドレス
５.卒業大学・学部
６.卒業大学院
　を記入のうえ、参加希望の旨をご連絡ください。

③ 個別に届いたFAXへの出欠確認返信
お手元にFAXにてご案内が届いている方は、出欠確認票に記入のうえ、案内に従いご返送下さい。

① ～③いずれかの方法で一度出欠確認をお送りいただければ結構です。重複して回答頂く必要はございません。

※ロースクールは他大学でも大学・大学院で早稲田に
在籍されていた法曹の方は全て稲門法曹会員です。
多くの皆様のご参加をお待ちしております。
※本年度合格者で早稲田大学法務研究科の修了生の方
には、別途大学経由で申込みフォームの案内が送られ
ていますので、そちらからの申込みをお願い致します。

キッズスペースのご案内

今年の稲門法曹会懇親会も、キッズスペース
を設置いたします。ぜひ、お子様やご家族と
ご一緒にご参加ください。
※キッズスペースのご利用には、事前申込み
が必要です。また、託児ではありませんので、
必ず保護者の方の責任の下ご利用ください。
詳しくは「梓」同封の「キッズスペース設置のお
知らせ」またはWebサイトをご確認ください。


